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概要 

   本工事は，約 32,000 m2の敷地に，東西 180m×南北 100m
鉄骨造平屋建ての大型物流倉庫を 10 ヶ月という短工期で建

設するものである． 短工期での施工を実現させるため，外部

足場を設けず，建屋本体の建築工事と建屋周囲の開発工事を

並行して進める計画とした．全国に数多くの物流倉庫を手掛

ける発注者からの最重要要求事項は，倉庫のコンクリート床

における仕上がり精度であった．特に，鏡面仕上げによる美

しく光沢のある床の実現が強く求められていた． 
本報告では，短工期という厳しい条件のもとで施工を成功

させるために，工夫・検討した施工計画と，物流倉庫におい

て重要視されるコンクリート床の美しく光沢のある仕上がり

を実現した施工管理方法についての報告である． 

建物概要と施工計画 

 
 

  １．建物概要 
工事名称：ロジスクエア成田新築工事 
発注者 ：株式会社シーアールイー 
建築場所：千葉県成田市吉岡字大安場 1076-1 
主要用途：倉庫業を営む倉庫 
工事期間：2023 年 8 月～2024 年 5 月（10 ヶ月） 
構造規模：鉄骨造 地上 1 階 
敷地面積：31,716.38 m2 建築面積：18,027.68 m2 
 

２．施工計画 
2.1 工程計画 
短工期を実現するため，外部足場を省略し，外装仕上げ工事等の外部作業

はすべて高所作業車にて行う計画とした．これにより，建物周囲の外構工事

を，建物本体の建築工事と並行して進めることが可能となった．また，土工

事，基礎躯体工事，鉄骨工事，屋根工事においては，建物全体を 4 工区に大

きく分割し，工区ごとに工程を分けて施工することで，後続作業へのスムー

ズな受け渡しを図った．また，接道が敷地南西の一面に限られる中，ステッ

プ図を用いて重機配置や動線を事前に計画し，各場面における作業内容を可

視化することで，出入の混乱を防ぎ工事を円滑に進めることができた． 
 

2.2 床コンクリート工事施工計画 
倉庫のコンクリート床の仕上がりは，品質管理上の最重要項目と位置付け

管理し，床仕上がりの平滑さと鏡面仕上げによる光沢の美しさにこだわって

施工した． 
コンコンクリートは，ひび割れ抵抗性を高めるため，膨張剤入を用いた配

合とした．土間の目地割はひび割れ防止に効果的な割り付けを検討し計画し

た．コンクリート打設時には，床レベルの精度確保のため，オートレベルを

用いた人の目による細かなレベル確認を実施した．土間押さえの作業は，仕

上がりに大きく影響する作業であり，深夜までかかることが常であったが，

鏡面仕上げに成熟した専門工事業者の手により，一工区一工区丁寧に仕上げ

た．コンクリート打設の季節が冬であったため，厳しい温度環境の中での施

工となったが，風除け・保温のためのシート養生や，打設後 7 日間の湿潤養

生，さらに後工程での汚損防止のための床養生など，必要な対策を一つひと

つ確実に実行することで，初期クラックの抑制と美しい仕上がりの床を構築

することができた． 
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写真-1 全景（南西より） 

図-1 ステップ図 

写真-3 倉庫 
 

写真-2 倉庫床鏡面仕上げ 
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   ウィザースレジデンス秋田は，JR 秋田駅から徒歩 5 分の位置に建設される分譲マンション（105 戸）である．地上 22
階建ての超高層で，秋田市初の免震構造マンションである．近年秋田市中心地域でマンション建設が増加しているな

か，他物件と差別化を図るため超高層，免震構造，ロードヒーティング等の付加価値を高めた建物である．販売促進の

為工期途中で機械式立体駐車場が追加となり 36 ヶ月と長期の工事となった．長期にわたり狭小な敷地内での超高層マン

ションと機械式駐車の建設は，沿岸地域の強風，冬期の悪天候と厳しい気象条件での躯体工事であった．本稿は東北支

店で 3 物件目となる免震構造マンションの基礎上部免震装置の施工について報告する．写真-1 に建物外観に示す． 

工事概要と免震施工 

 
 

  １． 基礎構造概要 
本建物の平面規模は約 12m×33m で，基礎と 1 階梁の間に免震装

置を配置している．周囲を擁壁で囲む一般的なピット形式となって

いる．基礎免震装置は四隅に直動転がり支承，高減衰ゴム系積層ゴ

ム 8 台を配置している．ピット内には免震装置のほかに受水槽が設

置されている．上部躯体は 1階が共用部，2～22階が住宅部で躯体平

面形状は同一である．免震装置の上部躯体が地震時に変位するが，

本建物の設計では施工クリア水平 650mm，垂直 70 mm となってい

る．図-1 に免震装置配置，表-1 に免震装置リストを示す． 

２． 免震層の施工 
搬入は南側道路からのみとなる．敷地が狭小であり建物の配置か

ら，揚重機の設置は建物西側に設置とした．免震装置の重量は高減

衰系積層ゴムが約 3.0t，直動転がり支承が約 7.0～8.0t で直動転がり

支承の楊重が困難であったので，2分割に分解して設置した．楊重は

固定式タワークレーンでは楊重重量能力が不足のため，120t ラフタ

ークレーンを選定した．躯体基礎工事用で固定式クレーンの設置を

検討したが，免震装置設置のラフタークレーン旋回に干渉するため

地上躯体工事からの設置とした．写真-2 に免震装置設置状況を示

す． 
３． 免震ベースプレート充填試験 
免震基礎ベースプレートの下部コンクリート充填率は設計値で

95%以上となっており施工前に充填試験を行い監理者の承認を得る

必要がある．充填の確実性を高めるためベースプレート下部厚さ

30mm を無収縮グラウト材注入とした．打設試験は HT13 と同様の

形状の試験用ベースプレート（厚みは 16mm）を作成し，無

収縮グラウト材を充填する．試験結果は全体の充填率が

98.69%であった．エリア別の充填率は 96.11%～99.68%で

あった．全体・エリア別とも設計値 95%以上の結果を得ら

れた．気泡プロット図からベースプレート周辺に空隙がみ

られた．プレート中心からの充填となるため，周辺までの

到達時間が遅かったことが原因と考え，本施工では注入量

を若干増やし施工スピードを高めた．試験施工により作業

手順の見直しを行い本施工での精度を高めることができ

た．写真-3 にプレート取外し後の状況，図-2 に 気泡プロッ

トを示す． 

４．まとめ 
長期間に渡り狭小な敷地内での基礎免震構造の超高層マ

ンションの建設を無事完成することができた．施工実績の

少ない超高層・免震構造についても試験施工や検討・対策

において良好な品質と安全を得ることができた． 
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写真-1  建物外観      図-1 免震装置配置 
表-1 免震装置リスト 

写真-2 免震装置設置状況 

写真-3 プレート取外し後 図-2 気泡プロット 
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